
２月９日（月）、滑川町学校保健委員会が開催されました。女子栄養大学の久保田美穂先生においでいた
だき、「もしかして思春期？～心も体も健康な子どもたちを育てていくために～」という演題でご講義いた
だきました。

私は、中学校の保健体育科の教師でしたので、まさに「思春期」の中学生とお付き合いしてきたことにな
ります。関わった生徒を数えると１万人を超えることになります。その経験から言えることは「子どもとい
うのは、丁寧に扱わないとちゃんと育ってくれない」ということです。

渡辺京二という作家がいます。この人の作品で、「逝きし世の面影」という小説があります。そこには、
「日本人は、子どもをとても大切にする」と幕末の日本を訪れた外国人が驚いている様子が描かれています。
また、イザベラ・バードという女性が書いた「日本奥地紀行」という紀行文には、明治初期の日本人が「子
どもをとっても可愛がっている」とあります。

今でも「七五三」という伝統行事がありますが、かつて日本には「子どもは神の子」という思想、信仰が
ありました。神の子、つまりこの世のものではないということです。したがって子育ては、「この世ならざ
るものをこの世のものにする」「あちらの世界からこちらの現実の世界に連れてくる」営みということにな
ります。だから、傷つきやすい子どもを丁寧に扱ってこちらの世界にソフトランディングさせるという知恵
がありました。

先日、「子どもの自殺、年間５３２人」というニュースがありましたが、「問題の背景に、現在の大人達
が先人の知恵を忘れてしまい、子どもの扱い方が雑になっていることがある」との指摘もあります。

ところで、２月７日（土）、コミュニティーセンターで毎年恒例の「十代からのメッセージ～青少年の主
張大会～」という行事がありました。その中で「反抗期から学んだ大切なこと」と題するすばらしい発表が
ありました。一部を紹介します。

「親や教師の言うことの全てが気に入らない」誰でもこんな時期があります。「自分の思春期の頃を思い
出した」そのような方もいらっしゃるのではないでしょうか。

思春期、反抗期にある子どもに私達はどう接したらよいのでしょうか。昔の人は子どもを丁寧に扱いまし
た。では、子どもに丁寧に接するとはどういうことなのでしょうか。私は、 ということ
が大事だと考えます。そして、具体的には、 が大切です。発表
の中で、お母様の言葉が紹介されました。

お母様は、反抗する子どもを喜んで受け入れ（歓待）、反抗する子どもをそのまま認め（承認）、自立の
証として祝っています（祝福）。
お母様の「歓待し、承認し、祝福する」言葉を受けて、発表者は、以下のように語っています。

お母様の言葉によって、大人の言葉には「あなたが大切だよ」というメタメッセージがあることを知った
発表者は、担任の先生、部活の顧問、友人、家族の言葉のありがたさに気づきました。私は、発表者のお母
様に「子どもを敬する」ことのひとつのモデルを見い出しました。私達は、お母様の知恵に学ばなければな
りません。

･･･たとえ相手が恐ろしい神であっても は伝わるものです。
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子どもを歓待し、承認し、祝福する




